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人との繋がりに感謝 

～１通のお手紙から学んだこと～ 

                               校長 筒井 啓介 

  

西谷中卒業生（西谷地区在住の８４歳女性）から６月上旬にお手紙をいただき、その内容

（西谷中のことを心から愛し、在校生の皆さんが教室・グランド・体育館で青春を謳歌する

様子を思い浮かべながら、やがて巣立ちゆくみなさんに対して、「友達との絆の大切さ」「不

安な心境を先生に聞いてもらえたことの有難さ」「西谷が誇れる自然環境の有難さ」などをご

自身の経験から綴っておられました。）に心を打たれた私は、早速お礼の手紙を書かせていた

だきました。その手紙には、皆さんがいきいきと活躍する姿を実際に見てもらおうと思い、

ＢＯＲＯさんの講演会へのお誘いを書きました。 

 

 そして、６月下旬に私の手元に１通の手紙が届きました。中身を確認すると、先述の女性

からの返信でした。まさか返信までいただけるとは思ってはおらず、とても恐縮しました。 

ご高齢ということで長時間座っていることが難しいため、講演会への参加は叶いませんでし

たが、お元気にされているようで、一安心しました。 

 

 このお手紙の文末に書かれている一節「昨日、私が散歩をしている時、下校中の地区の中

学生が『ただいま』と声をかけてくださいました。にっこり笑って、やっぱり西谷中学生は

いいなと、ぬくぬくとした思いで帰ってきました。」を読んで、その光景が目に浮かび心が 

温かくなりました。（地域の方に自然に挨拶できることは、とても素敵なことです。そんな 

生徒が西谷中にいることが嬉しく思います。） 

 

 このお手紙を通して、私は地域の方からの西谷中への期待や熱い思いを知ることができま

した。心から感謝しています。いつまでもお元気でいてください。そして、いつの日か西谷 

中でお会いできることを心から願っています。 

 

  

西谷中卒業生からのお手紙①（西谷在住） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西谷中卒業生からのお手紙③（西谷在住） 西谷中卒業生からのお手紙②（西谷在住） 


